
（別紙４）

～ 2024年11月29日
（対象者数） 15 （回答者数） 14

～ 2024年11月29日
（対象者数） 2 （回答者数） 2

～ 2024年11月29日
（対象数） 9 （回答数） 9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
現状維持はさることながら、どの訪問員が訪問しても同レベ
ルの報告書が作成できるよう、人材育成に注力したい。

2
行動分析後、児の状況を共有しやすい専門的かつ分かりやす
い説明ができるよう訪問員が知識技術の向上に繋がる研修に
参加できるよう事業所の体制を整える。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 運営継続可能な中で、人材育成が必要。

2
事前にどこに注目して観察を行うかの情報収集、整理を行
い、ポイントを絞っての訪問観察を行う工夫をする。

3

○事業所名 ひまわり

○保護者評価実施期間 2024年11月11日
○保護者評価有効回答数

2024年11月11日
○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2024年12月25日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数
○訪問先施設評価実施期間 2024年11月11日

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

人材不足
訪問員の人材が限られており、需要が増える傾向にある中、今
後人材不足に陥る可能性が考えられる。

時間調整
限りある時間の中で記録に割く時間を質を保ちつつ、いかに短
時間化するか。

詳細な記録

その時の状況が保護者にも文面で想像して頂けるように、先入
観を入れず利用者の行動をそのまま記録。その記録を基に行動
分析、これからの環境設定を考案。フィードバックの内容も含
めた記録を、保護者、訪問先、事業所で共有。

発達段階に沿った利用者の行動分析
訪問時の様子、それぞれが見ている児の様子を含めて行動分析
し、今の発達段階を見極め、訪問先の状況も考慮して環境設定
を共に考えている。

訪問先に合わせた柔軟な対応
訪問日時、フィードバックの時間は訪問先の負担にならないよ
うになるべく訪問先に合わせて応じるように心がけている。

事業所における自己評価総括表公表


